
私の大学生活の幕開けは不安ばかりでした。初めての一人暮らし、友人が一
人もいないとこからのスタート、授業についていけるかなど、特に私は農業高校出身で建築についての勉強
はしてこなかったので授業についていけるか不安があります。しかし、質の高い教育を分かりやすく教えて
くれる先生方、学習をサポートする体制のあるこの大学なら不安を乗り越えることが出来ると思います。ま
た、不安だけでなく楽しみなこともあります。それはサークル活動やアルバイトなどの課外活動です。高校
では体験できなかった新たなことに沢山チャレンジできるチャンスを無駄にしないよう過ごしていきたいで
す。4年間で大きく成長し、社会に貢献できるような人間になれるよう日々努力していきたいです。１年 畠山 冬也 さん

花巻農業高校 出身
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３年 草彅 桃佳 さん

盛岡第二高校 出身

自分が建築士になりたいと思い始めたのが小学3年生の時からでした。高校
までは普通科で、大学から実際に専門科目を学び初め、幅の広い知識、実際に建築士として活躍されている
先生方からのエスキスが出来るカリキュラム、環境を改めて素晴らしいと実感しました。設計課題に他の科
目の学習、部活動、アルバイトなど多忙な日々であるはずですが、それよりも達成感、充実感が感じられ、
また、共に建築を学ぶ友とアイディアを話したり、一緒に勉強したり、より楽しい2年間でした。3年後期か
らは研究室配属などがあり、より重要かつ深く学べる環境を生かし、小学生の時からの夢を叶えられるよう
に、これからも勉学に励みたいと思います。

おかげさまで今年も多くの新入生を迎えて新年度がスタートしました。学部学生149名、大学院生修士17名、博士1名が入
学・進学。おめでとうございます。建築学部は５期目、そして大学院建築学研究科は最初の学生となります。本学建築学科・建築学専攻の新たな歴史を刻む
ことになります。どうぞよろしくお願いします。学部では新入生の女子学生の比率が30％を超え、東北地方以外からの入学生も迎えています。さまざまな学
びの背景、さまざまな地方・都市からの出身、さまざまな興味・関心を持って入学してくれた皆さんが集まっているのがこの建築学部です。その多様さこそ
価値です。皆さんが建築学の基礎をしっかりと学び、力を付け、それぞれの興味・関心を見つけ、深め、そして高める４年間となるよう、教職員一同ともに
歩んで参りたいと思います。よい仲間を見つけ、楽しく、有意義な大学生活となることを心から応援し、また祈っています。さて、学科の公式Instagramを
フォローしてくださったいる人も多いと思いますが、あらためてフォローをよろしくお願いします！まずは目指せフォロワー1,000人！（現在564）学科の最
新のニュースや情報をタイムリーにお届けします。今年から学生サポーターも加わり、より魅力的な情報発信を目指します！ご協力よろしくお願いします。

発行：東北工大建築学部 学部長 石井敏
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旧守屋邸でのお出かけゼミ

不破研究室は今年度で１０期生の学生を迎える
こととなります。当研究室では調査・研究活動に加えて、各種冊子
や街歩きマップの制作など様々なプロジェクトに関わることができ
ます。特に研究活動に関しては力を入れており、学生個人が持つ問
題意識や関心を基に自由なテーマを設定し、各回のゼミで精査を重
ねることで幅広い研究の蓄積が行えています。また、これらの研究
活動を通じて、資料の作成能力や発表能力の向上にもつながります。
そして、毎年行われる研究室の活動としてお出かけゼミがあり、当
研究室が民家再生活動で関わった民家の中で貴重な空間体験をしな
がらゼミが行えます。文責：黒羽（博士課程） ゼミ旅行2023年度（福島市）
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